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率が低く、介護職の離職率は 18.7％（2015 年 10 月、介護労働センターの
報告によれば、2015 年 10 月からの 1 年間の全国の介護職員の離職率は











































































老施設が、老人福祉施設として体系化された。1963 年 4 月 1 日現在の老
人福祉施設数は、大山正の『老人福祉法の解説』によれば、養護老人ホー





































































③ 60 歳以上の者とすること。ただし、60 歳以上の配偶者と共に利用する
場合はこの限りでない。④利用には所得制限があるというように、利用対
象が限定された施設であったということができる。











低基準」である。1966 年から 1999 年まで、ほぼ変わることがなかった「最
低基準」ではどのように、特養のケアとその職員について規定されていた
かについてみることにする。そのことによって、この間の特養ケアの概要
















件であり、３）生活相談員と名称が変わり、100 人規模以下ならば 1 名の
配置、介護職員と名称が変わり、入所者の数を3.0で除した数となっている。
４）については、看護婦、准看護婦がそれぞれ看護師、准看護師であり、











































　2015 年現在の状況をみてみると、全国に特養が 9,419 施設（定員
566,600 人）、介護老人保健施設 4,185 施設（定員 357,500 人）、認知症対応
型グループホーム 13,114 施設（定員 185,512 人）、サービス付き高齢者向
け住宅 6,342 ヶ所（定員 206,929 人）となっており、いずれも右肩上がり
の状態で推移してきている。また、長期療養と生活施設として位置づけら

















であり、1980 年代から取り組まれてきたもので、居室は 1 人部屋である
というものである。４）ユニット型准個室という形態であり、多くの場合
2 人部屋を基本にし、日常的な介護単位が 10 名くらいの単位で行われて
いるというものである。５）ユニット型個室という形態であり、居室は「個











































い（厚生労働省は 2015 年 4 月より、特養に新規に入所する者を、原則要
介護度３漢に限定した）ことや、特養への入所申し込み時の年齢の高さ
（2010 年 3 月野村総合研究所による「特別養護老人ホームにおける入所申
込者に関する調査研究」によれば、この段階で、入所申込者の約半数が
80 歳代であり、調査対象施設における平均入所年齢は 84.2 歳であった。





なっているというのが 41.1％と全体の 4 割となっている。
　こうした状況のなかで「看取り」を希望があれば施設内で看取るという












2014 年 10 月に「介護人材確保の具体的な方策について」を出し、さらに
2015 年 2 月に「2015 年に向けた介護人材確保～量と質の好循環の確立に











































　デンマークもまた 1970 年代から 90 年代にかけて、「福祉国家の危機」
を経験した。ただ、デンマークの場合、現在も「高負担・高福祉」の「福
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たり 16 から 17 名が居住している。ケアスタッフは、ユニットごとに配置
（日本でいうならば固定配置）されており、何か緊急的なことが起これば
別ではあるが、ユニットが変わるということはあまりない。













ある。リーダーの勤務は、週 37 時間、1 日 7 時間半で週 5 日という勤務
18 （ 18 ）
である。日勤者は同様の労働時間での就労であるが、準夜勤者は、週 26
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図４　センター組織図とユニットのスタッフ構成（注５）
まとめにかえて
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